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 今週 の 概要 

 今週 の感 染症 情報  

 流行 感染 症情 報： イン フル エン ザ  

 保健 環境 研究 セン ター ２月 便り  

 

（調査週）平成 2５年 第８週 ２月１８日（月）～２月２４日（日） 

奈 良 県 お よ び 二 次 医 療 圏 別 発 生 状 況  （ 奈 良 県 上 位 5 疾 患 ）（ ５ 週 前 か ら の 動 向 ）  

順 位  疾  患  定 点 当 り  奈 良 県  北 部  中 部  南 部  

1 イン フル エン ザ  12.73 →～ ↓  →～ ↓  →～ ↓  →～ ↓  

2 感染 性胃 腸炎  6.06 →  →～ ↑  →  →～ ↓  

3 Ａ群 溶連 菌咽 頭炎  1.00 →～ ↑  →～ ↑  →  ↑  

4 水痘  0.77 →  →～ ↓  →～ ↑  ↑  

5 RS ウイル ス感 染症  0.34 →～ ↓  →～ ↓  ↓  ↑  

全 県 の 動 き と 目 立 っ て 異 な る 推 移 （ 定 点 当 り の 変 化 程 度 で 実 数 で は な い ） を 太 い 矢 印 で 示 す 。  

 

県 北 部地 区概 況  報告数は497例 で 、前週 報告 の483例 から 若干 の増 加 。上 位５

位は 、① イン フル エン ザ、 ②感 染性 胃 腸炎 、③A群溶 連菌 咽頭 炎、 ④水 痘、 ⑤

突発 性発 しん ＝RSウ イル ス感 染 症の 順 。感 染性 胃腸 炎の 報告 数（121例 ）は 、

増加 。A群 溶 連菌 咽頭 炎の 報告 数（22例）は 、や や増 加 。突 発性 発し んの 報 告

数（4例） は 、横 ばい 。水 痘の 報告 数 （8例 ）は 、 ほぼ 横ば い。RSウイ ルス 感

染症 の報 告数 （4例） も、 ほぼ 横ば い 。イ ンフ ルエ ンザ の報 告数 （345→ 328

例 ）は 、やや 減少 。また 、イン フル エ ンザ 定点 から の報 告は 、奈良 市保 健所 管

内；132例 、郡 山保 健所 管内；196例 の計328例、定点 当 たり の報 告数 は、前

週の12.78から 12.15と若 干の 減少 。奈良 市保 健所 管内 眼科 定点 から 、流行 性

角結 膜炎 の報 告が 2例 、ま た、 郡山 保 健所 管内 基幹 定点 から は、 マイ コプ ラ ズ

マ肺 炎の 報告 が1例（35～ 39歳症 例 ）そ れぞ れあ った 。    （ 村井  記） 
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県 北 部外 来状 況  インフルエ ンザ は2月初 めよ り徐 々に 減少 して きて いる 。 例

年通 りA型 からB型の 比率 が増 えて いる 。そ れに 伴いRSウイ ルス 感染 症 や感

染性 胃腸 炎が 再び 出て きて いる 。水 痘 の流 行も 続い てい る。  

（矢 追 記 ）  
 
 

県 中 部地 区概 況  報告数 は、451 例 か ら 443 例 とほ ぼ同 数 であ った。上位 5 疾

患は 、イ ン フル エン ザ、感 染性 胃腸 炎 、水 痘 、A 群 溶連 菌咽 頭炎 、突発 性発 疹

の順 であ った 。イ ンフ ルエ ンザ は、 350 例 か ら 326 例 と 減 少 傾 向 で あ る が 、 

 定 点当 たり のイ ンフ ルエ ンザ 患者 の 報告 数は 、14.82 と依 然 、注 意報 の域 であ

る。 感染 性胃 腸炎 は、 78 例 から 81 例と 横ば いで ある 。基 幹定 点お よび 眼 科

定点 から の報 告は なか った 。  

（高 木 記 ）  

 

県 中 部外 来状 況  外来数 はイ ンフ ルエ ンザ の減 少と 共に 減少 した 。イン フル エ

ンザ は第 ７週 から 減少 傾向 であ った が 第８ 週は 寒波 と共 に微 増 。今 冬は A 型 、

B 型が同程 度 に混 在し て見 られ た。乳 児罹 患も あっ たが 概し て軽 症。感染 性

胃腸 炎は ノロ 様の 嘔吐 例が 少し ずつ 持 続し て見 られ る。軽 症。ロタ がほ んの

僅か にあ った が拡 大な し。乳児で RS ウイ ルス 陽性 例が 数例 続い たが 、や や

減少 した。重症 例は なく 外 来で 対応 可 能で あっ た。そ の他 、A 群溶 連菌 感 染

症が 少し。外来 数は 多く はな い がほ ぼ 横ば い。高 熱の アデ ノ様 感冒 が あっ た

が僅 かに 減少 傾向。年長 児で マ イコ プ ラズ マ様 咳嗽 例が ある。幼児 ノ ロ陽 性

例が あり 、年 長児 もノ ロ様 と思 わ れる 例が 多い 。家 族内 で、親に 感 染し た例

もあ った 。他 に水 痘が 流行 中 、流 行性 耳下 腺炎 が少 し。エコ ーか コク サ ッキ

ーと 思わ れる 両頬 ・手 ・足 に発 疹が 散 在す る例 があ った 。                         

（岡 本 記 ）  

 

 

県 南 部地 区概 況  報告数（第 7 週→第 8 週）は 74 例 →73 例と 推移 。報 告 のあ

った 疾患 は、① イン フル エン ザ（43 例→46 例）、 ②感 染性 胃腸 炎（17 例 →

10 例）、③RS ウ イル ス感 染症（6 例 →6 例）、④A 群 溶連 菌咽 頭炎（1 例 →

4 例） 、④ 水痘 （6 例 →4 例 ）、 ⑥突 発性 発疹 （0 例 →3 例 ）で あっ た。                     

（柳 生 記 ）  

 

県 南 部外 来状 況  インフ ルエ ンザ は第 4 週を ピー クに 減少 して いた が、 第 8

週で 再び やや 増加 した 。A 型の みで B 型は まだ 全く 見ら れな い。ワク チン 未

接種 者で はや や症 状が 強い 傾向 が 見 ら れ た 。 感 染 性 胃 腸 炎 は 少 な く な っ た 。

RS ウイル ス感 染症 が第 8 週で やや 増 加し た。 水痘 やや 有り 。そ の他 の感 染

症は なか った 。  

                      （山 本 記 ）  
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【流行感染症情報：インフルエンザ】 

イン フル エン ザの 定点 当た り報 告数 は 、奈 良県 全体 では 13.42 から 12.73

と、 減少 しま した 。全 国値も 13.90 とな り、 前週 より 減少 しま した 。  

 

 

 

保健 所別 定点 当た り報 告数  
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【保健環境研究センター2 月だより】 

～ロタウイルスの流行シーズンです～ 
●春先はロタウイルスが流行します。 

 冬 期 の 胃 腸 炎 と い え ば ノ ロ ウ イ ル ス が 有 名 で す が 、ノ ロ ウ イ ル ス

の ピ ー ク が 過 ぎ る と 次 に ロ タ ウ イ ル ス に よ る 胃 腸 炎 の 流 行 が 始 ま

り ま す 1)。ロ タ ウ イ ル ス は 毎 年 2 月 ～ 5 月 頃 に 流 行 し 、5 歳 ま で に

ほ と ん ど の 子 供 が 初 感 染 を 経 験 し ま す 。  

ロ タ ウ イ ル ス 胃 腸 炎 は ノ ロ ウ イ ル ス 胃 腸 炎 に 比 べ 重 症 化 す る 率

が 高 く 、 日 本 で は 6 歳 未 満 の 小 児 の う ち 2 人 に 1 人 が ロ タ ウ イ ル

ス 胃 腸 炎 に よ り 外 来 を 受 診 し 、そ の 1 割 が 入 院 し て い る と 推 計 さ れ

て い ま す 。  

ロ タ ウ イ ル ス の 予 防 の た め に は 、 手 洗 い が 大 切 で す 。 お む つ 替 え や ト イ レ の 後 、 食 事 の 前 等

に は 子 供 の 手 洗 い を 手 伝 っ て あ げ ま し ょ う 。  

 

●ロタウイルスによる重症化はワクチンで予防できます。 

 ロ タ ウ イ ル ス に 対 す る ワ ク チ ン が 、 日 本 で も 最 近 使 用 で き る よ う に な り ま し た 。 単 価 ヒ ト ロ

タ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 「 ロ タ リ ッ ク ス 」 は 生 後 6 週 ～ 24 週 ま で に 2 回 、 5 価 ウ シ ・ ヒ ト ロ タ ウ

イ ル ス 組 換 え ワ ク チ ン 「 ロ タ テ ッ ク 」 は 生 後 6 週 ～ 32 週 ま で に 3 回 接 種 し ま す 。 ど ち ら も 効

果 は 同 じ で 、 ロ タ ウ イ ル ス 胃 腸 炎 に よ る 入 院 を 9 割 程 度 抑 制 で き る と 言 わ れ て い ま す 2)。  

ロ タ ウ イ ル ス ワ ク チ ン は 任 意 接 種 と な り ま す の で 、 費 用 は 自 己 負 担 と な り ま す 。 ロ タ ウ イ ル

ス ワ ク チ ン を 接 種 す る 場 合 、 予 約 が 必 要 な 医 療 機 関 が 多 い た め 、 あ ら か じ め 医 療 機 関 へ お 問 い

合 わ せ 下 さ い 。  

 

●主流行株の遺伝子型は毎年変化します。 

 奈 良 県 で は ロ タ ウ イ ル ス の 遺 伝 子 型 に 関 し て 10 年

以 上 継 続 的 に 調 査 を 行 っ て お り ま す 。 図 に 示 し た よ う

に 奈 良 県 で は G1 型 と G3 型 が 主 に 流 行 し て お り 、 そ

の 割 合 は 年 ご と に 変 化 し て い る こ と が わ か り ま す 。  

 今 後 は ワ ク チ ン 導 入 に よ り 、 ロ タ ウ イ ル ス の 遺 伝 子

型 に も 影 響 が 出 る と 考 え ら れ ま す 。 引 き 続 き 調 査 を 実

施 す る た め に も 病 原 体 定 点 医 療 機 関 の 先 生 方 に は 、 検

体 の 採 取 の ご 協 力 の 程 、よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 

1 )  IASR 32: 61-62, 2011http:// idsc.nih.go. jp/iasr/32/373/tpc373-j .html  

2 ) IASR 32: 67-68, 2011 http://idsc.nih.go. jp/iasr/32/373/dj3734.html  

（ ウ イ ル ス チ ー ム  浦 西  記 ）  

 

感染 症情 報セ ンタ ーホ ーム ペー ジア ド レス   

http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-27874.htm 

図 ． 奈 良 県 に お け る ロ タ ウ イ ル ス の  

G 遺 伝 子 型 発 生 頻 度 （ 2003－ 2012）  
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